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茶道について  1 月例会卓話 

講師 古賀靖子会員 

表千家地方教授古賀

宗靖の称名を持つ古賀

会員の、画像を写して、

茶道の歴史等の詳しい

解説がありました。 

千利休を始祖に今日に至る歴史は、日本文

化の基礎でもあり、厳しさと優雅の心でもあ

ります。用意された茶道具は掛物、花入れ、

風炉、釜、茶碗等いずれも名品揃い。道具ご

との説明や作法の解説があり、いよいよ初釜

茶席の開始です。亭主古賀靖子会員、お点前松

永光代会員、正客吉田信雄会員、次客竹原英作

会員に続き、出席者全員にも薄茶が振る舞わ

れました。私も久しぶりの茶席に、在東京時代、

裏千家の教師に同行、厳しい指導と茶席を想

い出し懐かしく、久しぶりのお茶を楽しみま

した。 (大川) 

会員 30 人 
  

つ な が り  
 久しぶりに楽しい新年会 

コロナとの戦いが一息ついた 1 月、新年会

が催されました。軽やかな司会のもと、プレゼ 

ント交換会はからくりを発見した会員たちが

目を皿のようにして探していました。 

卓話の実践としてお茶会が開かれ、正客も

次客も立派なお作法でいただかれました。会

員全員分のお茶を出してくださった方々の活

躍のおかげで楽しい時間を過ごせました。(植

田)  

 

委員会報告 
 
親睦委員会    1 月 11 日   16 名参加 
 議題は新年会の役割分担の確認とお茶会の準備、手順についての確認を行った。会議終了後は、
いつもの様に会食し、会員同士の親睦を図った。なお、2 月より開催時間を昼の 13 時に変更するこ
とが決まった。(柴村) 
活性化委員会    1 月 27 日   8 名参加 
コロナオミクロン株の急激な広がりにより、1 月 25 日から福岡県はコロナ蔓延防止等重点措置の

実施となりました。活性化委員会は 27 日開催が迫っていたこともあり、間隔を取り、飲料なしの 8
名全員参加で開催しました。 
委員会のテーマは昨年 12 月開催の「意見交換会グループ別まとめ資料」に基づき、感想を出し合

いました。 
当委員会は昨年 10 月より月 2 回会議を開き、その準備にあたって参りました。①会員拡大につい

て、②委員会の数・委員数についてのシンプルなテーマではありましたが、結果、多くの意見を頂き
ました。しかし、今後、その集約が課題だというのが全員の意見でした。 

当委員会は、活性化の主軸である会員増強に向けて、今後取り組んでいくことを、まとめといたし

ました。（古賀えみ子） 
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1 月例会報告 2 月例会は休会 
新年会を控えていたので、例会も 1 時間早

く午前 11 時開会、最初に「誕生おめでとう」

で出席した 3 人がそれぞれに謝辞、会場は正

面に茶席が設けられ、掛け軸も。その前で会長

挨拶に続き、師範の資格を持つ古賀靖子会員

が「茶道について」の題目で卓話、茶道の歴史

や道具の紹介などを映像に写して、目の前の

茶席をライトペンで示し紹介、竹の小さな茶

さじが 100 万円と聞いてびっくりする。休会

していた冨永輝美会員が体調不良でついに退

会したことが報告された。昨年 12 月に行った

意見交換会は全員にその発言要旨が配られ、

今後のクラブ改善に役立てていくことが報告

された。引き続き、プロバスの歌を全員で合唱

して、休憩、新年会に移行した。なお、2 月例

会はコロナ禍で休会になります（安高） 

 
1 月の誕生日おめでとうございます！ 
大石照志(1 日) 新城富美子(5 日) 眞鍋雄一(8

日)（休）内藤康子(18 日)（敬称略） 

 

こだわりの生活   
 
 植田佐世子会員     No.５８ 

 
私の生活は「こだわり」の塊である。

掃除機が嫌い❕未だ箒と雑巾を愛して
いるため、我が家の掃除機は 20 年選手
である。本が大好き❕ただし中古本、PC
苦手の私だが何時間かけても徹底的に
探す。昼間は音楽・環境関係のものを読
む。なぜか寝る前になると、時代物・推
理物・イギリス文学と…従って朝にな
ることもしばしば。そして、年に一度ま
とめて売る。結構な次の資金になる。運
転が好き❕週１、生きるための買い物を
今日はどこへ行こうか？と楽しむ。月
１、道の駅ツアーへ行く。多い時は 5 か
所、所要時間 8 時間に及ぶこともある。 
これで止めておこう、字数が多すぎ

ると言われそうだ。こだわり強さに母
から「育て方を間違った」と言われ、学
生時代の心理学の教授から「君は面白
い。是非研究室に遊びに来て」と言わ
れ、テストを受けたことを想い出した。 

 

ありがとう BOX メッセージ１月分（順不同、敬称略） 
★今年初めての例会出席出来ました。（遠藤）★新春に心身もと思うばかりかな。（大川）★今年
こそ良い年になることを願います。（大石）★新年。心新たに身を引き締める思いです。この 1 年
もよろしくお願いします。（古賀靖子）★大変ありがとうございました。（近藤哲生）★お茶会で
は大変貴重なお道具を拝見させて頂き幸せです。（近藤弘子）★新しい年が良き年でありますよ
うに。（柴村）★誕生日を皆さんで祝っていただき有難うございました。（新城）★コロナ撲滅！
今年は良い年になりますように。（住吉）★楽しい一日でした。（谷口）★良い年でありますよう
に（中山）★大変良い新年を迎えることができました。（橋本）★今年こそ良い年になりますよう
に（洞）★感謝（松永）★今年もよろしくお願いいたします。（松本）★新年会楽しかったです。
（安河内）★コロナにめげずに（安高）★新型コロナに負けず今年も頑張りましょう（吉田） 
★植田 

収支報告      12 月末残高         61,848 円 
              1 月分収入           9,000 円 
              1 月末残高          70,848 円 
 

全日本プロバス協議会事務局報告 
「有終の美を飾ろう」と一致 

今年初の全日本協議会事務局会議を１月１９日、ザ・スチール・ハウスで開催した。今年
は、１１月開催の第１０回総会・東京八王子大会で、北九州プロバスクラブが会長クラブと
しての４年間の役割を終えるため、「有終の美を飾ろう」と意見が一致した。 
これまで全国のプロバスクラブが、ともに活性化するよう情報交換や人的交流の強化に努

めてきたが、人的交流は残念ながらコロナ禍の影響で思うに任せられなかった。情報交換に
関してはメールの活用、「ひろば」や「ニュース」の発行、ホームページの開設等で強化さ
れ、“北九州方式”を築いてきた。事務局会議では、今後は次期会長クラブが活動しやすい体
制に切り換えることとした。（松本） 
 


